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資
源
と
は
、
国
語
辞
書
で
調
べ
て
み
る
と
﹁
人
間
の
生
活
や
産
業
な
ど
の
諸
活
動
に
お
い
て
利
用
可
能
な
も
の
の
こ
と
。

狭
義
に
は
自
然
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
る
原
材
料
の
こ
と
を
指
す
﹂
と
あ
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
鉱
物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
な
か
っ
た
ら
、
今
日
の
日
本
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
の
敗

戦
で
荒
廃
し
た
日
本
は
、
奇
跡
的
に
復
興
し
高
度
成
長
を
達
成
し
て
、
世
界
第
2
の
経
済
大
国
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
し
で
は
語
れ
な
い
。
そ
し
て
今
日
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発
展
は
目

を
見
張
る
勢
い
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
に
よ
る
資
源
需
要
が
急
激
に
拡
大
し
、
資
源
大
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
し
て
強

力
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
況
下
、
日
本
の
資
源
確
保
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
。
こ
れ
か
ら
の
資

源
争
奪
戦
を
い
か
に
戦
い
抜
い
て
い
く
か
、
国
運
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
が
生
き
残
り
、
発

展
す
る
た
め
に
は
こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
資
源
に
依
存
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

国
民
生
活
、
産
業
活
動
の
基
礎
に
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
電
力
で
あ
る
。
電
気
が
な
け
れ
ば
現
代
人
は
、
生
き
て
い
け
な
い
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
東
京
電
力
の
福
島
原
発
の
大
事
故
が
発
生
し
た
。
そ
の
結
果
、
電
力
供
給
不
足
が
露
呈
、
関
東

圏
に
は
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
、
産
業
や
住
民
の
日
常
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
の
よ
う
に
国
の
産
業
、
国
民

生
活
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
電
力
供
給
に
問
題
が
生
じ
る
と
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
国
家
的
影
響
が
避
け
ら
れ
な
く
な
る
。
国

に
と
っ
て
電
力
が
い
か
に
重
要
で
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
あ
ら
た
め
て
認
識
を
深
め
た
。
こ
の
電
気
を
起
こ

す
た
め
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
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別
と
し
て
、
現
在
の
主
流
は
石
炭
、
天
然
ガ
ス
、
ウ
ラ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
燃
や
す
こ
と
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
て
、

タ
ー
ビ
ン
を
動
か
し
電
力
を
作
り
出
し
て
い
る
。
日
本
は
こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
多
く
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
依
存

し
て
い
る
。

　

日
本
は
国
際
的
に
競
争
で
き
る
資
源
が
な
い
の
で
資
源
を
輸
入
し
、
そ
れ
を
加
工
し
て
、
そ
の
製
品
を
輸
出
し
発
展
し
て

き
た
。
原
料
は
製
品
を
作
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
原
料
は
形
を
変
え
て
、
経
済
活
動
、
社
会
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
。
豪

州
か
ら
は
原
料
の
輸
入
が
主
で
、
一
般
の
人
び
と
は
そ
の
重
要
性
に
気
が
付
か
な
い
。
食
品
分
野
で
は
原
料
、
原
産
地
の
表

示
が
あ
る
が
、
他
の
分
野
で
は
表
示
さ
れ
な
い
の
で
、
日
本
で
作
ら
れ
て
い
る
工
業
製
品
の
原
料
は
何
で
、
そ
の
出
所
が
ど

こ
か
わ
か
ら
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
道
路
、
橋
梁
、
船
舶
、
鉄
道
、
建
物
、
自
動
車
、
機
械
、
家
電
製
品
な
ど
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
鉄
鋼
や
非

鉄
金
属
に
つ
い
て
、
そ
の
原
料
は
、
鉄
鉱
石
で
あ
り
、
石
炭
で
あ
り
、
金
、
銀
、
銅
、
亜
鉛
、
ア
ル
ミ
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

１
４
０
兆
円
の
日
本
の
ハ
イ
テ
ク
産
業
を
支
え
て
い
る
レ
ア
メ
タ
ル
︵
希
少
金
属
︶
の
主
な
も
の
は
、
チ
タ
ン
、
リ
チ
ウ
ム
、

ニ
ッ
ケ
ル
、
コ
バ
ル
ト
、
マ
ン
ガ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
、
イ
ン
ジ
ウ
ム
、
タ
ン
タ
ル
、
ジ
ル
コ
ン
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原

料
の
主
た
る
供
給
国
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
源
が
製
造
工
程
で
処
理
さ
れ
、
形
を
変
え
て
、
製
品
に

な
る
。
だ
か
ら
そ
の
製
品
の
原
料
が
何
で
、
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
関
係
者
以
外
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
自
給
率
40
％
の
日
本
に
と
っ
て
絶
対
不
可
欠
な
食
料
供
給
国
で
あ
る
。
安
全
、
安
心
の
食
料

は
、
国
民
の
健
康
に
直
結
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
食
品
の
原
料
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
来
て
い
る
。
粉
の
原
料
は
、

小
麦
が
主
で
あ
る
。
各
種
プ
ロ
セ
ス
・
チ
ー
ズ
の
原
料
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
チ
ー
ズ
で
、
乳
酸
飲
料
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な

ど
の
原
料
は
、
粉
乳
な
ど
で
あ
る
。
ビ
ー
ル
や
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
の
原
料
は
、
大
麦
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
料
は
、
オ
ー
ス
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ト
ラ
リ
ア
産
で
あ
る
。
砂
糖
や
塩
は
、
日
常
の
食
生
活
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
日
本
は
ほ
と
ん
ど
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。

そ
の
多
く
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
砂
糖
の
原
料
で
あ
る
粗
糖
を
60
年
の
長
き
に

わ
た
り
日
本
に
安
定
的
に
供
給
し
て
い
る
。

　

背
広
、
コ
ー
ト
、
服
装
の
原
料
は
繊
維
で
あ
る
。
そ
の
重
要
な
部
分
を
羊
毛
が
果
た
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、

羊
の
背
中
に
乗
っ
て
発
展
し
た
羊
毛
大
国
と
い
わ
れ
た
。
世
界
の
大
半
の
羊
毛
、
特
に
繊
維
の
細
い
高
級
羊
毛
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
産
で
、
世
界
最
大
の
供
給
国
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
天
然
繊
維
で
あ
る
綿
も
日
本
は
全
量
輸
入
し
て
い

る
。
こ
こ
に
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
関
係
し
て
い
る
。
毎
日
な
ん
と
な
く
使
っ
て
い
る
紙
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
原
料
は
木
材
で
、

そ
れ
が
チ
ッ
プ
に
さ
れ
、
煮
沸
さ
れ
、
幾
多
の
過
程
を
経
て
製
品
に
な
る
。
チ
ッ
プ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
大
量
に
輸

入
さ
れ
て
い
る
。
住
宅
、
建
物
、
乗
り
も
の
、
ビ
ン
、
グ
ラ
ス
な
ど
に
多
用
さ
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス
の
原
料
は
、
珪
砂
︵
シ
リ

カ
サ
ン
ド
︶
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
過
去
50
年
に
わ
た
っ
て
大
量
に
供
給
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
重
要
な
産
業
、
身
近
な
社
会
生
活
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
日
本
の
国
民
生

活
、
産
業
の
生
命
線
で
、
今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
そ
の
重
要
性
は
、
さ
ら
に
増
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
軽
減
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

国
力
の
維
持
発
展
の
た
め
に
は
、
食
料
、
鉱
物
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
確
保
が
至
上
政
策
で
あ
る
日
本
に
と
っ
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
こ
の
地
球
上
に
お
け
る
最
も
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
産
業
と
国
民
生
活
の
防
衛
隊

な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
が
存
在
し
、
繁
栄
し
て
い
く
た
め
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
国
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発
展
を
踏
ま
え
、
今
後
の
資
源
確
保
が
ま
す
ま
す
重
要
か
つ
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
今
日
、
今
一
度
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
関
係
を
詳
し
く
検
証
し
、
真
摯
に
再
構
築
す
る
時
期
に
来
て
い
る
。
日
本
の
未
来

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
抜
き
で
は
語
れ
な
い
。
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
関
し
て
の
知
名
度
は
、
近
年
向
上
し
た
。
年
間
約
40
万
人
の
日
本
人
が
ビ
ジ
ネ
ス
、
留
学
、
交
流
、

観
光
目
的
な
ど
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
問
し
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
、
そ
の
仕
組
み
な
ど
細
部
、

深
部
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
重
要
度
を
増
す
日
豪
関
係
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
構
築
す
る
た
め
に

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
国
を
も
っ
と
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
全
体
的
な
把
握
、
理
解
の
た
め
に
は
拙
著
﹃
豪
州
読
本
﹄

︵
大
学
教
育
出
版　

２
０
１
１
年
︶
を
一
読
さ
れ
れ
ば
、
豪
州
の
事
情
が
大
変
よ
く
わ
か
る
。
歴
史
、
国
民
性
、
社
会
通
念
、

気
候
風
土
、
政
治
、
法
律
、
経
済
、
産
業
、
社
会
保
障
、
医
療
、
教
育
、
言
葉
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
社
会
生
活
全
般
、
多

民
族
多
文
化
主
義
、
先
住
民
、
日
豪
関
係
な
ど
が
詳
し
く
紹
介
し
て
あ
る
。

　

今
回
の
第
二
作
目
は
、
そ
れ
か
ら
一
歩
進
め
て
、
世
界
特
に
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
現
在
急
速
に
進
行
し
て
い
る
変
化
に

鑑
み
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
日
本
に
と
っ
て
今
な
ぜ
そ
ん
な
に
重
要
で
あ
る
の
か
、
そ
の
背
景
と
現
実
に
つ
い
て
解
説
し
、

日
本
が
将
来
生
き
延
び
て
い
く
た
め
の
戦
略
的
互
恵
関
係
を
再
構
築
す
る
必
要
性
と
、
そ
の
緊
急
性
を
中
心
に
展
開
す
る
。

最
後
に
日
豪
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
と
警
鐘
を
発
信
し
て
こ
の
書
籍
を
閉
じ
る
。
な
お
、
付
記
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
具
体
例
を
紹
介
す
る
。

　

２
０
１
２
年
７
月

田
中
豊
裕
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